
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

〇

号

「
除
染
事
業
」
の
対
象
及
び
方
法
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

高

市

早

苗

10



「
除
染
事
業
」
の
対
象
及
び
方
法
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
三
月
に
発
生
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
に

適
切
な
対
策
を
講
じ
、
国
民
の
生
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
は
、
内
閣
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

特
に
除
染
事
業
に
つ
い
て
、
民
主
党
政
権
の
場
当
た
り
的
な
対
応
が
国
民
の
不
安
を
招
き
、
現
実
的
か
つ
実
効
的
な
対
策
が

打
た
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
を
強
く
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

人
体
に
有
害
な
年
間
追
加
被
曝
線
量
に
つ
い
て

�

内
閣
は
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
年
間
追
加
被
曝
線
量
が
人
体
に
有
害
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

�

前
問
回
答
の
科
学
的
根
拠
を
伺
う
。
判
断
材
料
と
な
っ
た
資
料
、
論
文
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
具
体
的
名
称
も
回
答
さ

れ
た
い
。

二

除
染
対
象
と
す
る
べ
き
汚
染
の
定
義
と
検
討
経
緯
等
に
つ
い
て

�

除
染
対
象
と
す
る
べ
き
汚
染
の
定
義
を
伺
う
。

�

細
野
豪
志
原
発
事
故
担
当
大
臣
は
、
例
え
ば
平
成
二
十
三
年
十
月
五
日
の
震
災
復
興
特
別
委
員
会
な
ど
、
「
除
染
の
基

一



本
的
な
考
え
方
と
し
て
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
標
に
す
る
こ
と
は
一
貫
し
て
述
べ
て
き
た
」
と
す
る
旨
の
国
会
答

弁
を
何
度
か
行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
野
田
内
閣
は
「
年
間
の
追
加
被
曝
線
量
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
を
除
染
対
象

と
し
て
い
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
か
。

�

前
問
�
に
つ
き
、
仮
に
野
田
内
閣
が
「
年
間
の
追
加
被
曝
線
量
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
を
除
染
対
象
と
し
て
い
る

と
す
る
と
、
そ
の
方
針
が
決
ま
っ
た
の
は
い
つ
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
方
針
を
決
定
し
た
会
議
名
、
参
加
閣
僚
名
、
最
終

的
な
方
針
決
定
に
責
任
を
負
う
閣
僚
名
を
問
う
。

�

除
染
の
基
本
的
考
え
方
と
し
て
、
細
野
豪
志
原
発
事
故
担
当
大
臣
が
国
会
で
答
弁
し
た
「
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を

目
標
に
す
る
」
こ
と
の
科
学
的
根
拠
を
伺
う
。
判
断
材
料
と
な
っ
た
資
料
、
論
文
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
が
存
在
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
具
体
的
名
称
も
回
答
さ
れ
た
い
。

�

文
部
科
学
省
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
十
九
日
に
「
福
島
県
内
の
学
校
の
校
舎
・
校
庭
等
の
利
用
判
断
に
お
け
る
暫
定

的
考
え
方
に
つ
い
て
」
を
福
島
県
の
関
係
者
に
通
知
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
文
部
科
学
省
に
よ
る
再
調
査
に
よ
り
校

庭
・
園
庭
で
毎
時
�
・
�
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
年
間
�
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
相
当
）
未
満
の
空
間
線
量
率
が
測
定

さ
れ
た
学
校
に
つ
い
て
は
、
校
舎
・
校
庭
等
を
平
常
ど
お
り
利
用
し
て
差
し
支
え
な
い
」
と
し
て
い
た
。
「
毎
時
�
・
�

二



マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
年
間
�
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
に
相
当
）
未
満
」
の
空
間
線
量
率
な
ら
児
童
の
利
用
に
関
し
て
安

全
だ
と
判
断
し
た
科
学
的
根
拠
を
伺
う
。

�

ま
た
、
文
部
科
学
省
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
七
日
の
「
福
島
県
内
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
が
学
校
等
に
お
い
て

受
け
る
線
量
低
減
に
向
け
た
当
面
の
対
応
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
暫
定
的
考
え
方
で
示
し
た
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
か
ら
�
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
目
安
と
し
、
今
後
で
き
る
限
り
、
児
童
生
徒
等
の
受
け
る
線
量
を
減
ら
し
て
い
く
と
い

う
基
本
に
立
っ
て
、
今
年
度
、
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
等
が
受
け
る
線
量
に
つ
い
て
、
当
面
、
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
。
前
問
に
記
し
た
四
月
十
九
日
時
点
と
五
月
二
十
七
日
時
点
で
、
除
染
に
よ
り
目
指
す

べ
き
線
量
の
値
に
つ
き
、
科
学
的
知
見
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

�

除
染
対
象
に
つ
き
、
内
閣
が
当
初
は
「
年
間
の
追
加
被
曝
線
量
�
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
と
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
「
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
、
「
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
と
変
更
を
重
ね
た
旨
の
報
道
が
な
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
真
否
を
伺
う
。
除
染
作
業
開
始
当
初
よ
り
「
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

間
違
い
な
い
の
か
。

�

原
子
力
災
害
対
策
本
部
が
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
六
日
に
決
定
し
た
「
除
染
に
関
す
る
緊
急
実
施
基
本
方
針
」
で

三



は
、
除
染
実
施
に
お
け
る
暫
定
目
標
と
し
て
、
「
長
期
的
な
目
標
と
し
て
、
…
追
加
被
曝
線
量
が
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
以
下
と
な
る
こ
と
を
目
標
」
と
す
る
と
し
て
い
る
。
現
在
も
除
染
事
業
は
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
除
染
事
業
の

現
場
で
ど
の
レ
ベ
ル
の
数
値
に
な
る
ま
で
除
染
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
線
量
数
値
を
回

答
さ
れ
た
い
。

�

内
閣
は
「
追
加
被
曝
線
量
が
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
な
る
こ
と
」
を
「
長
期
的
な
目
標
」
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
い
つ
ま
で
に
達
成
す
る
べ
き
目
標
な
の
か
。

�

除
染
事
業
は
、
い
つ
ま
で
に
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

三

除
染
事
業
の
結
果
と
効
果
に
つ
い
て

福
島
市
役
所
の
公
式
サ
イ
ト
に
は
、
渡
利
小
学
校
通
学
路
、
南
向
台
小
学
校
通
学
路
、
民
家
の
�
カ
所
に
お
け
る
除
染
事

業
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
民
家
の
雨
ど
い
の
�
例
を
除
い
て
、
除
染
率
は
�
�
％
〜
�
�
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
除
染
率
が
高

か
っ
た
民
家
の
雨
ど
い
に
つ
い
て
も
、
除
染
後
の
被
曝
線
量
は
毎
時
�
・
�
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
年
間
約
�
�
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
）
で
あ
り
、
野
田
内
閣
が
目
標
と
し
て
い
る
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
毎
時
約
�
・
�
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

四



ト
）
に
達
し
た
箇
所
は
一
カ
所
も
見
あ
た
ら
な
い
。
内
閣
が
示
し
た
目
標
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
最
適
な
除
染
方
法
が
採

用
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

高
圧
洗
浄
な
ど
の
現
行
の
除
染
方
法
で
、
内
閣
が
目
標
と
す
る
レ
ベ
ル
の
除
染
は
実
現
で
き
る
の
か
。

�

分
級
技
術
や
放
射
能
低
減
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
活
用
を
検
討
し
て
い
る
全
て
の
除
染
技
術
の
名
称
と

効
果
、
Ｂ
／
Ｃ
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。

四

除
染
対
象
と
な
る
地
域
の
名
称
と
面
積
に
つ
い
て

除
染
対
象
を
「
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
と
し
た
場
合
、
対
象
地
域
の
面
積
は
、
福
島
県
内
だ
け
で
も
約
�
千
ｋ

㎡
に
も
及
ぶ
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
が
、
広
大
な
面
積
に
つ
い
て
確
実
に
除
染
作
業
を
実
施
す
る
見
通
し
を
持
っ
た
上
で
除
染
に
係
る
方
針
を
定
め
て
い

る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の
質
問
を
す
る
。

�

「
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
を
除
染
対
象
と
し
た
場
合
、
該
当
す
る
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
名
称
を
伺
う
。

�

「
年
間
�
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
」
を
除
染
対
象
と
し
た
場
合
、
対
象
と
な
る
総
面
積
を
伺
う
。

五

汚
染
土
壌
の
除
染
方
法
と
効
果
に
つ
い
て

五



�

汚
染
土
壌
の
除
染
に
つ
い
て
、
汚
染
表
土
を
剥
ぐ
場
合
に
は
、
表
層
を
何
㎝
剥
げ
ば
安
心
で
き
る
状
態
に
な
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。
そ
の
科
学
的
根
拠
を
示
し
て
回
答
さ
れ
た
い
。

�

日
本
保
健
物
理
学
会
は
、
表
層
土
壌
�
㎝
深
ま
で
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
ほ
ぼ
�
�
�
％
が
土
壌
粒
子
に
吸
着
・
固
定

さ
れ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
、
内
閣
の
評
価
を
問
う
。

�

汚
染
土
壌
の
除
染
に
つ
い
て
、
汚
染
表
土
を
剥
ぐ
方
法
以
外
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
。
そ
の
効
果
の
科

学
的
根
拠
と
と
も
に
回
答
さ
れ
た
い
。

六

除
染
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

除
染
事
業
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
が
一
義
的
な
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
終
的
に
は
相
当
額
の

国
税
を
充
て
る
も
の
と
推
量
す
る
。
従
っ
て
、
除
染
事
業
に
は
費
用
対
効
果
の
厳
正
な
チ
ェ
ッ
ク
が
不
可
欠
で
あ
り
、
「
青

天
井
の
費
用
見
積
も
り
」
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ
て
次
の
質
問
を
す
る
。

�

全
対
象
地
域
の
除
染
事
業
に
要
す
る
費
用
の
総
額
に
つ
い
て
、
試
算
を
伺
う
。

�

除
染
事
業
に
要
す
る
費
用
の
内
訳
を
伺
う
。

�

除
染
事
業
の
費
用
は
、
誰
が
負
担
す
る
の
か
。

六



右
質
問
す
る
。

七


